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はじめに

本稿は、ガーナ共和国アシャンティ 州

クマシ市にあるガーナ匡11111専物館 (Ghana

rmed Forces Museum)において節者カ

複数1111実施した、第二次世界大戦期のIll

11 本軍 l~l 辿収蔵品拙l究の概要報告である 。

|Iij館に1「IU本軍1剥辿の収歳品が存在して

いることは、これまで新聞報逍やインタ ー

ネットサイト 、研究論考等で行及されて

ている。 しかし、その収蔵品の全容をま

とめた報告は節者が確認できている範囲

では未だ公表されていない。

そこで節者は2008年9月から 2012年3

月にかけて複数1!.!.1に及ぶIrij館での所蔵訓l

介を実施し、2012年 5月に1}i'l催された H

（図 1Iガーナ共和国クマシ市
［出所]d-maps.comの白地図に地名等を筆者が加箪

本アフ リカ学会第49匝l学術大会において、同館が所蔵する11111-4迂lIl&j辿の物品についての報告

をおこなった。本稿はII寺Ill]の1剥係から1nj報告において育及することができなかった内容を含む収

蔵品調究の報告である。

本稿の構成は以下の通りである。まず、第二次世界大戦期における旧日本軍と西アフ リカに位

iftするガーナの1剥係を明確にするために、同大戦期のインド＝ビルマ戦線で旧日本軍と交戦し

たアフリカ兵部隊について概観する。その上で、同館に所蔵されている ことが確認された全ての

収蔵品を一買に整理し、収蔵品にI/klするいくつかの検討を加えて、今後の間査 ・研究への課姐を

提示する。
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I. 第二次世界大戦期に旧日本軍と交戦したアフリカ人兵士

西アフリカに位置するガーナの博物館に旧日本軍の武器や物品が展示されている背景には、第

二次世界大戦期に、ガーナ（当時はイギリス領黄金海岸）出身の兵士たちが連合国軍の一員とし

て旧日本軍との交戦に動員された事実が存在する。

1941年に東アフリカ戦線においてイタリアに対する優勢を確実なものとした連合国軍は、東

アフリカ出身兵士を極東戦線に動員することを検討した。しかし、アフリカ大陸外の遠隔地にア

フリカ人兵士を大規模に派遣した実績がなかったことや、東アフリカのイタリア軍に比べ軍事的

に強力な日本軍への対応力が未知数だったこと、さらに東南アジアの気候・自然環境への適応力

などが不明であったことから、アフリカ人兵士の動員には慎重論も存在していた。

そうした懸念はあったものの、 1942年初頭に最初のアフリカ人兵士＼彼らは東アフリカ出身

の兵士たちだった）の 1旅団を乗せた船がセイロン（現スリランカ）へ出航した。一方、この

時点では西アフリカの兵士がアジアに派遣されることはなかった。なぜなら、当時西アフリカ兵

の一部は東アフリカ戦線に従軍中で、その他の兵士たちはヴィシー政権下に置かれたフランス領

西アフリカヘの対応に動員されていたためである。セイロンに派遣された東アフリカの兵士たち

も、同地に駐留し訓練を続けたものの、結局東南アジア戦線で戦うことはなく、一部はマダガス

カルの侵攻作戦のために再派兵された。

1942年末になると、ヨーロッパ戦線や北アフリカ戦線で連合国軍が有利な状況となったのに

ともない、アフリカ人兵士を大規模に極東戦線へ派遣することが可能になった。 1943年初めに、

フランス領西アフリカ植民地がヴィシー政権の支配下から解放されたことにより、西アフリカ遠

征軍 (WestAfrican Expeditionary Force)の2個師団のビルマ派遣が決定されf入時を同じく

して、セイロンに駐留する東アフリカ軍が師団規模まで拡大されることが決定され、新たに 2個

旅団が東アフリカから派遣されることになった。そして 1943年半ばには、アフリカ人兵士の増

強が本格化し、翌 1944年初めに、第81西アフリカ師団がアフリカ人部隊のなかで初めて日本軍

との交戦に動員されることになったのである。

ビルマ（現ミャンマー）における連合国軍の対日反攻作戦には少なくとも 10万人以上の兵士

が動員され、そのうちビルマの戦場で日本軍と直接交戦したアフリカ人の数は約 5万と推定され

ている。ビルマの戦場に動員されたアフリカ人部隊は、 3 個師団（第 81 西アフリカ師団•第 82

西アフリカ師団•第 11 東アフリカ師団）と 3 個旅団（第 3 西アフリカ旅団•第 28 東アフリカ旅

団•第 22 東アフリカ旅団）であったc

そのうち、西アフリカで絹成された部隊は主にインパール作戦開始前後の戦闘に投入された。

連合軍第 15軍団に属した第81西アフリカ師団（のちに第82西アフリカ師団と任務交代）は、

1943年 12月から約 6週間かけてチリンガ（現在のバングラデイシュ南東部）からカラダン河谷

の上流に沿ってシープ用の道路を切り開きながらジャングルを約 120km行軍した。同師団は

1944年 1月中旬にダレトメに到達し、その後南下進撃中の 1月20日に日本軍と遭遇し最初の戦

闘が行われた。しかし、日本軍第28軍の木庭大佐が率いる支隊の反撃に遭い、 1944年3月に
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インドに撤退しだ。そのほか、ウィンゲート少将指揮の空挺団に編入された第3西アフリカ旅

団（この旅団はナイジェリア人から構成されていた）は、ビルマ中部に降下し後方撹乱作戦に従

事した。

最初の作戦で撤退に追い込まれた第81西アフリカ師団は、雨季が開けた 1944年後半に再度チ

リンガから行軍を開始した。この時の同師団は、車による輸送をやめ、全ての荷物を頭上で運ぶ

ことで極めて高い機動力を発揮した。インパール作戦の失敗により撤退をはじめていた日本軍を

追撃した同師団は、側面攻撃で通信線を切断して日本軍の孤立と混乱を誘い、 1945年 1月初め

にキャウクトーで激しい戦闘をおこなった後、ニョーホウ (Nyohaung) を占領した。この作戦

の成功は後のアキャブ（現シットウェー）陥落につながり、損耗も最初の作戦時の 700名から約

300名程度におさめることができた。この後、同師団は西アフリカからインドに派遣されていた

第82西アフリカ師団と任務を交代した。

一方、東アフリカで編成された部隊は、エチオピアやマダガスカルでの作戦処理の後にアジア

へ派遣されたたら、ビルマに入ったのは西アフリカで編成された部隊よりも遅く、主にインパー

ル作戦後の日本軍の追撃戦に投入された。 1944年2月に東アフリカで結成さ孔、 1944年9月以

降ビルマ戦線に動員された第 11東アフリカ師団は、日本軍第33師団の退路遮断という任務を与

えられ、 1944年末まで追繋戦をおこなった後、 1944年12月インドに撤退した。第28、22東ア

フリカ旅団は、第 11東アフリカ師団の交代部隊としてビルマ戦線に参加し、連合国軍第 14軍団

の前衛部隊として 1945年終戦までビルマに残った。土井によると、「［東アフリカの師団、旅団が］

ビルマ戦線に投入された時点では日本軍は、ほぱ全滅状態で組織的戦闘を行う力を残してーおら

ず、「従って、日本軍と東アフリカ軍が正面から堂々と対決する場面は一度もなく、満足な食糧

もなく武器もなく命からがら必死で敗走する日本軍各部隊の追繋に終始して」いたとされ因C

本稿が取り上げるガーナ国軍博物館に収蔵されている旧日本軍関連の物品は、西アフリカから

派遣された各師団及び旅団にイギリス領黄金海岸植民地から動員された、王立西アフリカ辺境軍

(Royal West Africa Frontier Force)の黄金海岸連隊 (TheGold Coast Regiment)の士官・兵

士たちによって戦地より持ち帰られたものである。

11. ガーナ国軍博物館における旧日本軍関連収蔵品

今回調査を実施したガーナ国軍博物館は、ガーナがまだイギリスの植民地統治下にあった 1952

年に開館された博物館である。当時の名称は、植民地名にちなんで「黄金海岸連隊博物館(:viuseum

for the Gold Coast Regimentしであったが、 1957年の独立を機に現在の館名に改称されたs

もともとこの地には、植民地統治開始前の 1820年に現地のアサンテ王国の皇太后が建設した

城砦が存在しており、 19世紀末にイギリス軍が同王国を侵攻した際、対英戦の拠点として激し

い戦闘が繰り広げられだ。しかし、 1900年にイギリス軍が占拠し、植民地統治下に置かれた後

は植民地当局によって収用された。

その後、王立西アフリカ辺境軍の黄金海岸連隊の拠点として用いられていたことから、第二次



238 「明治大学国際日本学研究」第12巻第 1号

世界大戦後に同連隊の活動を記念する目

的で博物館として転用されることにな っ

た。現在は植民地統治期のみな らず独立

後のガーナ国軍に関する展示もおこなわ

れている。

鏑者が調査を実施した時点で、 展示室

の数は 9室あり、そのうち 4室に旧日本

軍関連の収蔵品が展示さ れていた。調査

当時の同館館長によると、同館が保有す

る旧日本軍関連の収蔵品は、全て第二次

世界大戦期に黄金海：岸連隊の隊員たちが

［出所］ 2011年8月筆者撮影

［写真1]国軍博物館の正面

イン ド＝ビルマ戦線から持ち帰ったものとされ、展示室に陳列されているもの以外に旧 日本軍1具l

連の収蔵品は存在していない。箪者の調壺によって確認された全ての収蔵品は以下の通りである。

［表 1)国軍博物館における旧日本軍関連収蔵品

展示室“'’
収蔵品

贔 備考
（整理番号）

日章旗
［写真 2-1]説明文には℃apturedby 7 G CR  from the 111 th Regiment at 

l Htabaw Arakan on 11th March 1944'とある。日の丸を中心に白地の部分

（不明）
に少なくとも 90名以上の氏名と思われる淡字が記載されているが、生地の

劣化のため判別できるのは一部のみ。

［写真 2-2]説明文には 'Capturedby 7th BN of the Gold Coast Regiment 

日章旗 [rom the 111th Regiment at I-Itabaw. Kaladan Valley on 11th March 1944. 

during the Burma Campaign・とある。右上には「祈武述長久」を読み収

l ることができ、下部には明確に氏名と判別できる淡字が記載されているが、

もう 1枚の日章旗と比べてこちらの方が劣化が激しく 3分の 1ほどの生地
(92S 74) が消失している。なお、この日和旗には、「58」を意味すると思われる「LVrIT」

A と記された赤（？）と黒 （？）の縦縦の布も合わせて展示されている。

日章旗のレプリカ
（写..J'j;2-3】'AnArtist lmpress1011 of the Japanese Flag'とのタ イトルが付

され、製作日は 2011年3月16日との記載がある。記されている文字様の

1 デザインから ［写真2.2]の日章旗を複製したものと判断できる。館長およ

（不明） びスタッフによる と、このレプリカの制作は11J/.物館側から依頼したとのこ

と。

軍用手票
［写真 24l説明文には 'JapaneseCurrency issued during the occupation of 

Burma. 194245'とある。左上から左下にかけて 10ルビー、 1ルビー、 5ル
7 
ピー、右上から右下にかけて 4分の 1ルピー、 10セント、 50セント、 2分

（不明）
の1ルビーと思われる表記が確認できる。
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迫漿砲 説明文には 'JapaneseMortar. An 81mm weappn captured from the 

1 Japanese 54th Division during the Arakan Campaign, Burma 1944-1945, 
(90.A 97) Presented by the 2nd West African Bngade.＇とある。

機関銃清掃器

（不明）
3 

砲手用望遠鏡・ 説明文には 'Japanese心．tilieryTelescope Periscope : Captured from the 
潜望鏡 1 Japanese 54th D1v1sion at Letmauk, Arakan, by 3r Battalion of the Gold 

B 
(90.1.4) 

Coast Regiment on 7th Match 1945. Presented by the 3rd Battalion of the 

Gold Coast Reg1menl'とある。

拳銃

(90.A.93) 
1 

拳銃梢（ホルスター） 説明文には 'JapanesePistol Holster Captured by 7. Gold Coast Regiment 
1 from the Japanese 111th Regiment at Htabaw, Arakan, on 11th March 

(90.S.18) 1944.' 

軍用ヘルメット 2 ［写真2-5]説明文には 'JapaneseSteel Helmet: Obtained by the 2nd West 

(90.S.16-S.16A) African Brigade dunng tl1e Arakan Campaign, Burma 1944-45'とある。

シャベル
2 【写真2-5】

（不明）

機関銃及び弾倉 【写真2-6]展示台には 'JapaneseNambu LMG 65mm Gun'と書かれたボー

(90.A.118-1218: 
6 
ドがあり、説明文には 'GunsCaptured in Burma : These guns, together 

90.A.121C: with the magazines were captured in Burma by the 2nd & 5th West 
C 90.Al22-122Q) African Brigades 1944-45.'と記されている。

地雷除去器

(90.A.110, 
4 

90.A.116;その

他不明）

ライフル銃 （写興2-7】説明文には'Japanese44 Long Rifles : Standard Japanese 

(A90, 91. 92, 11 army rifles used in the 1941-45 World War. Captured during the Blll-ma 

92A. 92B) campaign by the 81st and 82nd West African Divisions.'とある。

軍刀及び鞘
7 ［写真2-8]説明文には 'JapaneseBayonets: Captured by 2"d and 5th (W.A.) 

D (90.A 108-

108C) 
Brigades during the Burma Campaign 1943-45.＇とある。

2-1.日章旗 1 2-2.日章旗2（実際の展示とは角度を変えて掲戟）

氾 一 瓜＇；
・ヤー

i‘., ＂̀ J 

i.ヨ ...,・・-E: i b.  9- , ;`:• 
禽]・.≪¥Ii ・¢
ヽ i 

19愕疇霞壽',g,・.



240 「明治大学国際日本学研究」第12巻第 1号

2-3.新たに製作された日章旗のレプリカ （右） 2-4.軍用手票

2-5.ヘルメ ットとシャペル 2-6.「南部式機閲銃」とされる機閲銃

2-7.「四四式騎銃」とされるライフル銃 2-8.軍刀 （短剣）

•vm 
（写真2)旧日本軍関連の主な収蔵品（筆者撮影）

以上の通り 、筆者は一連の調査において、日章旗の レプリカを含めて計49点の旧日本軍閑辿

の収蔵品の存在を確認した。そのなかでも氏名の寄せ柑きと思われる手行きの淡字が記されたII
翼9翼

章旗について、短く検討を加えたい。

【表 1)の備考欄に記載した通り、多くの収蔵品には同館による説明文 （キャ プション）が付

されている 【写真3】。その説明文によると、 （写真2.1] と【写真2-2]の日章旗はいずれも 1944

年3月11日に黄金海岸連隊第 7大隊が旧日本軍第 111連隊から獲得したものとされている。先

に触れた通り 、連合軍 （イギリス軍）がピルマ西部の前線に黄金海岸連隊の兵士たちを含む第
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81西アフリカ師団を投入したのは 1944年

の初めであった。一方、旧日本軍の第 111

連隊は第28軍の第54師団に属していた

部隊で、 1944年2月に第二次アキャプ作

戦に参加したものの同年4月には劣勢に

置かれて退却をはじめ、その後約 1年間

に渡って東方への撤退戦を強いられ、多
xx 

数の兵士が死傷した。そのため、状況と

しては説明文の内容に矛盾はないように

思われる。

nnuSC11111 

Japane~Helo,et 

•bra,ned by the 2nd Wesl Alncan Bngade dunng 
the Arakan Campaign. Bunna 1944 ・45 

(90S 16・S,16A) 

［写真3]収蔵品に付されたキャプション（筆者撮影）

しかし、 2枚目の日章旗［写真2-2]には「58」を意味すると思われる「LVIII」と記された縦

縞の布も合わせて展示されている。この布が日章旗と合わせて確保されたのかどうかを確認する

手立ては現在のと ころ存在しない。もしこの布が日章旗を持参したのと同じ部隊が日本から持参

したもので、その布にある記号が連隊名を意味する軍隊符号であったのだとすると、この日章旗

を保有していた部隊はピルマ方面軍第31師団に属していた歩兵第58連隊であったとも考えられ

る。確かに同連隊は 1943年からピルマ北西部に動員され、1944年3月12日に先遣隊がチンドウィ

ン河を越え、同月 15日からは本隊がインド北東部のコヒマを目指してインパール作戦に参加し

ている。 しかしこの日章旗を奪取したとする 3月 11日には、同連隊はピルマ北西部でまだ作戦

参加の準備中であり、ビルマ南西部の戦線に動員されていた黄金海岸連隊 （彼らが交戦した日本

軍の部隊は第28軍であった）と交戦していたかどうかは不明である。

まとめにかえて

以上が、節者がこれまでの調査で確認することができた、ガーナ国軍博物館における旧日本軍

関連収蔵品の概要である。これらはあくまで節者が同館において収集した情報に基づくものであ

る。節者によるこれまでの調査によると、同館には収蔵品リストは存在せず、収蔵品の確認に用

いることができる情報は、同館館長及びスタッフによる情報提供と展示品および展示品に付され

た説明文のみであった。【写真3]の例が示すように、その説明文が印刷された台紙の上部には王

立西アフ リカ辺境軍 (RWAFF)の紋章と 'RegimentalMuseum'との文字が刻印されている。こ

のことは、これらの説明文が独立前の「黄金海岸連隊博物館」時代に作成された可能性を示唆し

ているとも考えられるが、その説明文の根拠となる情報はまだ確認できていない。それゆえ、そ

れぞれの収蔵品の属性については、それらが同館に収蔵されるに至った経緯を示す資料の調査や

軍事品の専門家による収蔵品の鑑定などを経ない限り、断定的な判断を下すことはできない。

これまでに箪者は同館が設立された経緯を調べるためにガーナ国立公文書館アクラ本館およ

びクマシ分館などガーナ国内における資料調査も実施してきたが、これまでのところ手がかりに

なる情報は得られていない。同館が設立されたのはまだガーナがイギリスの植民地統治下に置か
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れていた時期であるため、イギリス本国の資料館・文書館に何らかの情報が遺されている可能性

もある。そしていうまでもなく、これらの収蔵品の元々の所有者たちが暮らしていた日本での調

査も早急に進めていかねばならない。これらの収蔵品は、植民地統治下に置かれたアフリカのイ

ギリス領諸植民地から数万の兵士たちが東南アジアのビルマに動員され、日本人兵士たちと直接
xx9; 

交戦せざるを得なかったという悲劇的史実を伝え遺す貴重な歴史資料である。それゆえに、こ

れらの収蔵品のより正確な属性を検証し、その資料としての役割を永続的に保つべく努力するこ

とが求められる。
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ABSTRACT 

A Brief Report on the Survey of Japanese Army's Weapons and Belongings in the Ghana 

Armed Forces Museum Collect1on 

Yasu・o MIZOBE. PhD 

This brief report surveys the Imperial Japanese Army's weapons and belongings in the Ghana 

Armed Forces Museum in Kumasi, a collection that comprises 49 items including two Japanese 

Flags, a mortar. rifles, and bayonets captured by the Gold Coast Regiments in the India-Burma 

Theatre during World War lI. These items are valuable reminders of the unintended encounter 

between the Africans and Japanese in battlefields in south-eastern Asia during World War 

II. However. the descriptions on explanatory captions attached to these items have not been 

examined through objective evidence: therefore, additional archival surveys in Ghana. Britain 

and Japan and their authentication by experts in items of the Japanese Imperial Army are 

necessary. 


